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特
別
陳
列
「
開
館
八
十
周
年
記
念
展　

壺
中
之
展
―
美
術
館
的
小
宇
宙
」（
以

下
「
壺
」
展
と
い
う
）の
開
催
に
あ
た
り
、
稿
者
は
「
第
三
章
日
本
美
術
①　

桃
山
人
―
肖
像
画
レ
ク
イ
エ
ム
」、「
第
五
章
仏
教
美
術　

尊
キ
モ
ノ
」、「
第
六

章
近
代
美
術　

想
い
出
の
お
お
さ
か
」
の
各
章
で
構
成
、
展
示
を
担
当
し
た
。

小
稿
で
は
そ
の
出
品
作
品
、
作
家
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
、
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
報
告
し
、
展
覧
会
場
に
お
け
る
情
報
提
供
の
不
足
を
補
っ
て
お
き
た
い　

　
　

一
　「
華
厳
院
殿
日
昇
先
公
大
禅
定
門
像
」
の
像
主

　
「
第
三
章
日
本
美
術
①　

桃
山
人
―
肖
像
画
レ
ク
イ
エ
ム
」
で
は
武
家
と
そ

の
夫
人
の
肖
像
画
を
特
集
し
た
。
多
く
は
昭
和
十
一
年
の
開
館
か
ら
間
も
な
い

時
期
に
妙
心
寺
塔
頭
な
ど
か
ら
寄
託
を
受
け
た
品
々
で
あ
る
。
什
物
と
し
て
の

性
格
上
、
頂
相
の
寄
託
と
な
る
と
寺
院
側
に
と
っ
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
優
れ
た
武
家
肖
像
画
の
寄
託
実
現
は
、
太

閤
豊
臣
秀
吉
ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
し
た
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
推
し
進
め
ら
れ

た
戦
略
的
な
作
品
収
集
、
美
術
館
活
動
と
し
て
今
日
改
め
て
評
価
さ
れ
る
。
長

き
に
わ
た
る
関
係
寺
院
の
ご
協
力
に
対
し
、
紙
面
を
借
り
て
ま
ず
は
深
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

　
　

　　

出
品
目
録
№
56
京
都
・
霊
雲
院
蔵
「
華
厳
院
殿
日
昇
先
公
大
禅
定
門
像
」
は
、

室
町
時
代
終
わ
り
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て（
十
六
世
紀
後
半
）の
標
準
的
な
服

制
に
よ
る
武
家
肖
像
画
で
あ
る（

（
（

。
白
地
小
袖
、
浅
葱
色
地
に
桐
紋
を
配
し
た
大

紋
を
着
す
る
侍
烏
帽
子
姿
で
、
右
手
に
扇
を
と
り
、
脇
差
を
差
し
、
素
足
で
畳

に
座
す
。
細
い
眉
と
切
れ
長
の
目
尻
を
つ
り
上
げ
た
細
面
の
顔
貌
に
は
像
主
の

神
経
質
そ
う
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。
脇
差
の
柄
、
内
衣
の
襟
の
縁
に
切
金

が
置
か
れ
、扇
や
大
紋
の
胸
紐
を
金
泥
で
彩
る
な
ど
丁
寧
な
作
画
が
見
ら
れ
る
。

　

頭
上
に
は
、
妙
心
寺
霊
雲
派
下
、
特
芳
禅
傑
―
大
休
宗
休
の
法
を
嗣
ぐ
東
庵

宗
暾（
一
五
一
五
～
九
一
・
妙
心
寺
四
十
九
世
）に
よ
る
天
正
十
二
年

（
一
五
八
四
）五
月
の
賛
が
あ
る
。
文
事
に
長
じ
、
禅
の
修
養
に
も
努
め
た
ら
し

い
像
主
の
高
潔
な
人
柄
を
悼
ん
で
い
る
。（

（
（

　
　
　
　
（
朱
文
印
）

　
　
　
　
　
　

華
厳
院
殿
日
昇
先
公
大
禅
定
門
肖
像

　
　

知
念　

理

　
　

壺
中
之
展
の
「
禅
」
ノ
ー
ト 

―
武
家
肖
像
と
法
語
草
子
―

一
門
人
物
四
海
英
雄
、
清
和
之
王
子
王
孫

高
哉
名
位
、
武
衛
之
難
兄
難
弟
大
矣
、
化
工

将
謂
乾
坤
握
掌
元
来
天
地
貫
忠
、
筆
勢
霧
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天
正
十
二
甲
申
夏
五
吉
辰

　
　
　
　
　

前
花
園
東
庵
拙
叟
宗
暾
書（「
東
庵
」「
宗
暾
」
朱
文
印
）

　

本
作
は
か
つ
て
「
妙
心
寺
名
宝
展
覧
会
」（
昭
和
十
年
、
恩
賜
京
都
博
物
館
）

に
出
品
さ
れ
、
展
覧
会
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
妙
心
寺
名
宝
図
録
』
に
図
版
掲

載
さ
れ
た（
図
二
〇
｜
中
）。
そ
の
後
は
妙
心
寺
関
係
展
覧
会
に
出
品
な
く
、『
妙

心
寺
大
観
』（
昭
和
四
十
七
年
）、
宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術
三
八
五　

武
家
の

肖
像
』（
平
成
十
年
）に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
間
の
大
阪
市
立
美
術
館

常
設
展
で
の
出
陳
機
会
も
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
像
主
の
特
定
は
等
閑
視
さ
れ

て
き
た
。

　

今
回
「
壷
」
展
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
み
る
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

す
で
に
妙
心
寺
龍
華
院
の
学
僧
、
無
著
道
忠（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）に
よ
る

言
及
が
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
そ
の
著
『
正
法
山
誌
』
第
九
巻
・
霊

雲
院
の
条
の
関
係
箇
所
を
引
用
す
る
。（

（
（

　
　

　
　

華
嚴
院
肖
像〔
靈
雲
院
〕　

靈
雲
院
。
祠
堂
有
華
嚴
院
肖
像
。
東
菴
和
尚
賛

　
　

曰
。
武
衞
之
難
兄
難
弟
。〔
止
此
〕武
衞
卽
衡
陽
院
。
太マ
マ

嶺
院
有
牌
。
所
謂

　
　

武
衞
細
川
之
武
衞
也
。
靈
雲
院
。
有
華
嚴
院
祠
堂
料
之
契
券
。
天
正
十
四

　
　

年
也
。

　
　

武
衞
細
川
畠
山
爲
三
管
領
。
武
衞
者
斯
波
氏
也
。
世
々
任
左
兵
衞
。
故
稱

　
　

武
衞
。太
嶺
院
之
檀
越
武
衛
者
。足
利
尾
張
守
。〔
領
越
前
尾
張
遠
江
三
國
〕

　
　

三
代
之
孫
也
。
龍
安
。
東
菴
和
尚
之
檀
越
也
。〔
此
時
東
菴
。
隨
檀
越
所

　
　

在
之
國
。〕

　
　

密
宗
受
業
於
東
菴
。
而
嗣
法
於
鐵
山
。
建
立
今
之
太
嶺
菴
。
仍
東
菴
。
以

　
　

太
嶺
付
囑
密
宗
。
始
名
太
嶺
。〔
東
菴
時
不
名
太
嶺
〕

　
　

武
𫟘
之
末
孫
。
今
仕
豫
州
松
平
隱
岐
守
。
隱
岐
崇
其
貴
族
不
敢
輕
之
。

　

無
著
が
本
作
の
賛
語
中
「
武
衞
之
難
兄
難
弟
」
の
句
に
注
目
し
、
足
利
氏
の

一
門
で
幕
府
三
管
領
家
の
一
つ
、
室
町
時
代
の
諸
史
料
で
武
衛（
兵
衛
府
長
官

職
位
の
唐
名
）と
呼
ば
れ
る
尾
張
守
護
斯
波
氏
を
連
想
し
た
の
は
妥
当
で
あ
っ

た
。
そ
の
前
の
句
「
清
和
之
王
子
王
孫
高
哉
名
位
」
か
ら
続
い
て
、
斯
波
氏
一

族
、
し
か
も
並
び
立
つ
兄
弟
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
た
賛
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

浅
葱
色
地
の
大
紋
に
は
桐
紋
が
み
え
る
が
、
足
利
氏
と
同
様
に
斯
波
氏
も
二

つ
引
両
と
桐
紋
を
用
い
た
家
柄
で
あ
る
。
た
だ
し
無
著
は
、「
武
𫟘
」
と
は
大

嶺
院（
現
大
龍
院
）に
位
牌
が
あ
る
「
衡
陽
院
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
霊
雲
院

に
は
「
華
厳
院
」
の
祀
堂
料
の
契
券
が
あ
る
、と
述
べ
る
の
み
で
、武
衛
の
「
衡

陽
院
」
と
像
主
で
あ
る
「
華
厳
院
」
と
の
双
方
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
考
察
が

及
ん
で
い
な
い
。

　
「
衡
陽
院
」
と
は
「
衡
陽
院
殿
龐
山
蘊
公
大
居
士
」（

（
（

、
つ
ま
り
尾
張
守
護
斯
波

義
統
の
子
、
斯
波
氏
最
後
の
当
主
で
あ
る
義
近（
一
五
四
〇
～
一
六
〇
〇
）の
こ

と
で
あ
る
。
斯
波
義
銀
、
あ
る
い
は
改
名
後
の
津
川
義
近
の
名
で
も
知
ら
れ
、

史
料
に
は
「
武
衛
」
の
ほ
か
入
道
号
の
「
三
松
軒
」
の
名
で
出
て
く
る
。
義
近

結
烟
霏
蘭
亭
重
三
之
王
逸
少
、
扇
子
風
清

月
皓
梅
花
千
億
之
陸
放
翁
、
瞞
白
拈
臨
済

而
提
三
尺
剣
、
罵
碧
眼
胡
僧
張
九
年
弓
而

転
莱
、
華
厳
経
天
墀
礼
楽
三
千
字
、
参
祖

師
碧
岩
集
、
海
国
鯤
鵬
九
万
風
、
玄
々
々
、
列

聖
叢
阿
誰
●
身
●
、
●
々
々
、
選
仏
場
居
士

叫
心
空
要
看
真
相
麼
、
扶
桑
依
旧
日
昇
東
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は
本
作
の
着
賛
者
で
あ
る
東
庵
宗
暾
の
壇
越
で
あ
り
、
天
正
三
年（
一
五
七
五
）

に
は
東
庵
を
開
祖
と
し
て
、
妙
心
寺
に
衡
陽
院（
大
嶺
院
、
さ
ら
に
現
在
の
大

龍
院
に
継
承
）を
開
創
し
て
い
る
点
に
ま
ず
は
留
意
さ
れ
る
。（

（
（

　

父
義
統
が
守
護
代
織
田
信
友
に
襲
撃
さ
れ
て
自
害
し
た
後
、
義
近
は
織
田
信

長
を
頼
っ
た
が
、
永
禄
四
年（
一
五
六
一
）尾
張
を
追
わ
れ
、
守
護
大
名
斯
波
氏

は
そ
の
分
国
を
す
べ
て
失
い
滅
亡
し
た
。
秀
吉
の
時
代
に
は
お
伽
衆
に
列
し
大

坂
で
茶
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
織
田
家
の
主
筋
で
あ
る
名
族
の
格
付
け
を
保
ち

な
が
ら
生
き
延
び
た
。
そ
の
子
孫
は
伊
予
松
山
松
平
家
、
肥
後
細
川
家
の
家
臣

と
し
て
存
続
し
た
。（

（
（

　

さ
て
、
本
作
の
像
主
は
、
賛
に
み
え
る
法
名
「
華
厳
院
殿
日
昇
先
公
大
禅
定

門
」
か
ら
し
て
義
近
と
は
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
だ
が
天
正
十
二
年
五
月
と

い
う
賛
の
年
紀
に
注
目
す
る
と
、
無
著
が
指
摘
し
た
武
衛（
斯
波
改
め
津
川
）一

族
の
な
か
に
、
確
か
に
こ
の
時
期
に
遺
像
を
も
っ
て
供
養
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し

い
経
歴
を
有
す
る
人
物
が
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

ま
ず
一
人
は
、
三
人
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
義
近
の
弟
の
一
人
、
津
川
玄
蕃

允
雄
光
で
、
通
常
、
津
川
義
冬
の
名
で
知
ら
れ
る
武
将
で
あ
る
。
津
川
雄
光（
？

～
一
五
八
四
）は
初
め
織
田
信
長
に
仕
え
、
本
能
寺
の
変
後
は
織
田
信
雄
に
従

い
伊
勢
松
ヶ
島
城
主
と
な
る
。
信
雄
と
豊
臣
秀
吉
と
の
対
立
が
深
ま
る
と
、
秀

吉
の
調
略
で
雄
光
ら
重
臣
の
寝
返
り
が
疑
わ
れ
、
天
正
十
二
年（
一
五
八
四
）三

月
、
雄
光
ら
三
家
老
が
信
雄
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
た
。（

（
（

　

こ
の
騒
動
を
契
機
に
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
が
始
ま
る
が
、
雄
光
が
殺
害
さ

れ
た
直
後
、
義
近
と
、
そ
の
も
う
一
人
の
弟
で
あ
る
蜂
屋
謙
入
、
伯
父
の
津
川

弥
太
郎
ら
が
松
ヶ
島
城
に
籠
城
し
た
。
し
か
し
信
雄
方
の
木
造
軍
に
攻
め
ら
れ

て
敗
退
し
、
こ
の
時
津
川
弥
太
郎
が
討
死
を
遂
げ
て
い
る
。（

（
（

『
系
図
纂
要
』
の

斯
波
系
図
に
み
え
る
義
長（
津
川
弥
太
郎
）が
そ
の
人
で
、
本
作
の
像
主
に
あ
て

る
べ
き
二
人
目
の
候
補
者
と
な
る
。（

（
（

 

　

義
近
は
こ
の
時
点
で
四
十
五
歳
、
永
正
十
年（
一
五
一
三
）生
ま
れ
の
父
義
統

と
の
比
較
で
考
え
る
と
、
討
死
し
た
伯
父
義
長
は
若
く
て
も
五
十
代
半
ば
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
本
作
の
武
家
は
、
弛
み
や
皺
の
目
立
た
な
い
シ
ャ
ー
プ

な
顔
貌
を
み
せ
、
三
十
代
半
ば
壮
年
期
の
風
貌
を
写
す
と
み
る
べ
き
で
、
年
齢

的
な
条
件
に
合
致
す
る
の
は
義
近
の
弟
津
川
雄
光
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
東
庵
の
着
賛
は
雄
光
の
誅
殺
か
ら
わ
ず
か
二
ケ
月
足
ら
ず
後
の
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
華
厳
院
殿
日
昇
先
公
大
禅
定
門
像
」
は
、織
田
信
雄
家
臣
、

津
川
雄
光
の
非
業
の
死
を
悼
む
べ
く
、
そ
の
兄
義
近
が
自
ら
も
松
ヶ
島
籠
城
戦

に
破
れ
た
直
後
に
制
作（
お
よ
び
着
賛
）さ
せ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

東
庵
が
天
正
三
年
に
義
近
が
開
い
た
衡
陽
院
の
開
祖
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
妙
心
寺
に
出
世
し
た
永
禄
九
年（
一
五
六
六
）の
「
東
庵
入

寺
開
堂
法
語
」（
岐
阜
・
大
仙
寺
蔵
『
東
庵
法
語
』
所
収
）に
は
、「
壇
越
」
に
「
故

武
衛
将
軍
」
の
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
文
二
十
二
年（
翌
年
と
も
さ
れ
る
）に
没

し
て
い
る
義
近
の
父
義
統
を
指
す
だ
ろ
う
。
ま
た
元
亀
二
年（
一
五
七
一
）七
月

に
は
「
大
壇
越
」
で
あ
っ
た
義
近
か
ら
「
父
像
」
へ
の
賛
を
求
め
ら
れ
て
い
る

（『
同
右
』
所
収
）。

（
（1
（

こ
の
よ
う
な
東
庵
と
斯
波
武
衛
家
の
菩
提
と
の
深
い
関
係

性
か
ら
も
、
一
族
で
あ
る
津
川
雄
光
の
没
後
す
ぐ
の
遺
像
着
賛
と
い
う
事
象
が

十
分
あ
り
え
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

東
庵
は
八
歳
で
出
家
し
た
後
妙
心
寺
に
入
り
、
霊
雲
院
を
創
建
し
た
大
休
宗

休
の
門
下
で
修
行
し
た
。
天
文
十
四
年（
一
五
四
五
）に
は
大
休
か
ら
自
賛
頂
相

（
印
可
）を
与
え
ら
れ
、
藤
枝
の
長
慶
寺
、
瀬
戸
の
定
光
寺
な
ど
を
経
て
、
永
禄

九
年
妙
心
寺
出
世
。
元
亀
二
年
再
住
、同
三
年
犬
山
の
瑞
泉
寺
に
輪
番
住
山
し
、

天
正
五
～
六
年（
一
五
七
七
～
八
）三
住
、
以
後
長
慶
寺
に
退
休
す
る
も
、
晩
年

に
四
住
も
果
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
天
正
十
九
年
、
長
慶
寺
で
示
寂
。

（
（（
（
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本
作
が
霊
雲
院
に
納
め
ら
れ
た
の
は
、
東
庵
の
晩
年
中
、『
正
法
山
誌
』
が

華
厳
院
の
祠
堂
料
契
券
に
触
れ
て
い
る
天
正
十
四
年
頃
が
一
応
の
目
安
に
な

る
。
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
以
降
、
秀
吉
の
支
配
下
に
入
っ
た
義
近
の
没
落
で

衡
陽
院
は
退
転
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
霊
雲
院
で
「
華
厳

院
殿
」
が
誰
な
の
か
不
明
と
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

と
い
う
の
も
、
東
庵
の
弟
子
密
宗
宗
顕
に
よ
り
衡
陽
院
の
後
身
と
な
る
大
嶺

院
が
開
創
さ
れ
て
お
り
、
義
近
と
そ
の
次
男
近
利
の
位
牌
や
、
義
近
肖
像（
寛

永
十
年
賛
）が
安
置
さ
れ
て
い
る
。（

（1
（

つ
ま
り
、
弟
雄
光
ほ
か
先
没
し
た
津
川（
斯

波
）一
族
の
菩
提
は
と
も
に
引
き
取
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
華
厳
院
殿

の
位
牌
な
ど
の
確
認
と
合
わ
せ
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

註
（　

一
幅
、
絹
本
着
色
、
七
三
・
九
×
三
六
・
五
セ
ン
チ
。
軸
箱
は
な
く
、
巻
絹
に
「
華
厳
院

　
　

殿
肖
像
」、「
文
化
十
五
年
戊
寅
春
修
補
」
の
墨
書
が
あ
る
。
本
作
画
像
に
つ
い
て
は
、

　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
所
蔵
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
模
写
本（
模
写

−

呂

−

　
　

二
四
〇
）を
参
照
の
こ
と
。

（　

岐
阜
・
正
傳
寺
蔵
「
以
安
智
察
頂
相
」
に
天
正
十
五
年
の
東
庵
賛
が
あ
る
。『
岐
阜
県

　
　

史 

史
料
編
古
代
・
中
世
二
』（
昭
和
四
十
七
年
）、
お
よ
び
『
延
宝
伝
燈
録
』
巻
第

　
　

三
十
一（『
大
日
本
仏
教
全
書
』）参
照
。
ま
た
、
東
庵
の
法
嗣
で
あ
る
雪
叟
紹
立
の
『
雪

　
　

叟
詩
集
』（
豊
橋
・
太
平
寺
蔵
）は
東
庵
関
係
の
詩
文
を
多
数
収
録
す
る
が（
芹
澤
勝
弘

　
　
『
雪
叟
詩
集
訓
注
』、思
文
閣
出
版
、平
成
二
十
七
年
）、本
作
の
賛
語
は
見
当
た
ら
な
い
。

（　

無
著
道
忠
『
正
法
山
誌
全
』、
思
文
閣
、
昭
和
五
十
年
。

（　
『
武
衛
系
図
』（『
続
群
書
類
聚 

第
五
輯
上（
系
図
部
）』）、
京
都
・
大
龍
院
蔵
「
斯
波
義

　
　

近
画
像
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
所
蔵
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
模
写
本
／
模
写

　
　

−
以

−

一
一
一
）。

5　
『
増
補 

妙
心
寺
史
』、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
年
。

（　

津
川
義
近
、
後
述
の
津
川
雄
光
ら
戦
国
期
の
斯
波
氏
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下

　
　

の
文
献
を
参
照
し
た
。
木
下
聡
「
総
論　

斯
波
氏
の
動
向
と
系
譜
」、
同
編
『
シ
リ
ー

　
　

ズ
室
町
幕
府
の
研
究
①
管
領
斯
波
氏
』（
戎
光
祥
出
版
、
平
成
二
十
七
年
）所
収
。
谷
口

　
　

克
広
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
事
典
』（
第
二
版
）、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
七
年
。

（　
『
大
日
本
史
料 

第
十
一
編
之
五
』、
天
正
十
二
年
三
月
六
日
条
。

（　
『
同
右
』
同
日
条
所
収
の
『
勢
州
軍
記
』
ほ
か
。

（　

前
掲
註
（
木
下
編
『
同
書
』
の
斯
波
氏
系
図
に
は
、
義
統
の
弟（
義
近
、
雄
光
の
伯
父
）

　
　

と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
名
を
「
小
太
郎
」
と
す
る
が
、『
系
図
纂
要
』、『
勢

　
　

州
軍
記
』
で
は
「
弥
太
郎
」
と
さ
れ
る
。
木
下
「
同
論
文
」
中
に
も
「
松
島
城
で
の
合

　
　

戦
で
討
死
し
た
小
太
郎
義
長
が
い
る
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（0 　

横
山
住
雄
『
中
世
武
士
選
書
⑩
織
田
信
長
の
尾
張
時
代
』（
戎
光
祥
出
版
、
平
成                    

　
　

二
十
四
年
）
で
は
義
統
像
と
さ
れ
る
が
、
前
掲
註
（
木
下
「
同
論
文
」
は
祖
父
の
義
敦

　
　

像
（
永
禄
十
二
年
没
か
）
と
解
す
る
。

（（　

東
庵
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、横
山
住
雄
『
瑞
泉
寺
史
』（
思
文
閣
出
版
、平
成
二
十
一
年
）

　
　

第
二
章
を
主
に
参
照
し
、
横
山
住
雄
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
補
っ
た
。
関
係
資
料
を
ご
教

　
　
示
下
さ
っ
た
同
氏
、お
よ
び
土
山
公
仁
氏（
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
）に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　
な
お
『
増
補 

妙
心
寺
史
』
に
は
東
庵
の
師
の
大
休
が
中
興
し
た
龍
安
寺
西
源
院
と
の  

　
　

関
係
に
ふ
れ
る
が
今
回
未
考
で
あ
る
。

（（　

前
掲
註
（
参
照
。
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二
　「
幻
中
草
打
画
」
―
目
覚
め
た
骸
骨

　
国
指
定
文
化
財
で
あ
る
仏
画
と
仏
像
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ん
だ
「
第
五
章
仏

教
美
術　

尊
キ
モ
ノ
」
の
展
示
室
で
異
彩
を
放
っ
た
の
が
、
出
品
目
録
№

（（（
大

阪
・
鶴
満
寺
蔵
「
幻
中
草
打
画
」（
一
巻
、
紙
本
墨
画
墨
書
、
二
六
×
八
一
〇

㎝
）で
あ
る
。
も
と
冊
子
本
を
裁
断
し
て
江
戸
時
代
に
は
現
在
見
る
よ
う
な
巻

子
へ
改
装
さ
れ
て
お
り
、
木
箱
墨
書
に
は
鶴
満
寺
壇
越
の
大
阪
商
人
上
田
氏
に

よ
る
寄
付
施
入
、
東
福
寺
の
書
記
で
あ
っ
た
正
徹（
一
三
八
一
～
一
四
五
九
）の

書
写
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

後
崇
光
院
貞
成
親
王
筆
『
看
聞
日
記
』
紙
背
文
書
、
応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）の
「
諸
物
語
目
録
」
に
「
幻
中
草
打
画
一
帖
」
が
記
載
さ
れ
、
少

な
く
と
も
室
町
前
期
に
は
成
立
し
享
受
さ
れ
て
い
た
物
語
草
子
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
内
容
は
、
夢
中
で
骸
骨
の
一
生（
酒
宴
・
男
女
抱
擁
・
死
・
野

辺
送
り
・
出
家
・
行
脚
・
仏
教
問
答
）を
見
聞
き
し
た
僧
が
、
人
間
も
骸
骨
も

皮
一
枚
の
違
い
で
、
生
と
死
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
悟
り
、

そ
の
真
理
を
絵
説
き
し
て
語
る
前
半
と
、
骸
骨
の
比
丘
尼
二
人
が
説
教
の
道
歌

を
織
り
交
ぜ
つ
つ
禅
の
教
え
に
基
づ
く
仏
道
問
答
を
展
開
す
る
後
半
か
ら
成
る
。

　

鶴
満
寺
本
は
戦
前
、
当
館
の
開
館
直
後
に
も
一
時
寄
託
さ
れ
て
い
た
時
期
が

あ
り
、
望
月
信
成
氏（
後
の
当
館
館
長
）が
早
く
に
作
品
紹
介
し
た
が
、
戦
後
は

国
文
学
者
の
岡
見
正
雄
氏
に
よ
り
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
の
み
で
、
長
ら
く
研
究
者

ら
の
関
心
を
引
く
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、恋
田
知
子
氏（
国

文
学
研
究
資
料
館
）の
精
力
的
な
調
査
に
よ
り
新
た
な
伝
本
の
発
掘
、
考
察
が

展
開
さ
れ
、
そ
の
文
芸
史
的
意
義
が
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（

（
（

 

長
ら
く
深
い
眠
り
に
お
ち
て
い
た
骸
骨
た
ち
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
氏
の
一
連
の

論
著
が
な
け
れ
ば
、
鶴
満
寺
本
の
再
寄
託
、
今
回
の
「
壺
」
展
に
お
け
る（
恐

ら
く
初
の
）展
示
公
開
に
巡
り
い
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
幻
中
草
打
」（
げ
ん
ち
ゅ
う
そ
う
だ
、
げ
ん
ち
ゅ
う
く
さ
う
ち
）と
は
、
夢

中
に
現
れ
た
骸
骨
の
姿
か
ら
現
世
の
「
空
」
な
る
こ
と
を
悟
ら
せ
る
、
と
い
う

意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
生
死
一
如
」
観
に
基
づ
く
難
解
な
禅
の
教
義
を

女
性
に
平
易
に
説
く
法
語
的
草
子
で
、『
一
休
骸
骨
』
な
ど
仮
名
草
子
の
先
蹤

作
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
も
の
い
う
骸
骨
」
が
当
代
宗
教
者
の
堕
落
を
批
判

す
る
手
法
は
、
室
町
期
の
異
類
物
絵
巻
と
通
じ
る
性
格
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ

れ
ま
で
四
本
の
伝
本
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
康
暦
二
年（
一
三
八
〇
）の
本
奥
書
を

も
つ
鶴
満
寺
本
は
室
町
後
期
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
る
古
写
本
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
「
壷
」
展
会
場
で
は
ケ
ー
ス
の
尺
が
や
や
不
足
し
、
鶴
満
寺
本
の
骸
骨
画
全

体
を
開
示
で
き
な
か
っ
た
。
改
め
て
こ
こ
に
そ
の
挿
絵
全
十
図（【
図
（
】～【
図

（
】）を
掲
載
し
、
広
く
作
品
理
解
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

さ
い
ご
に
、
写
真
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
鶴
満
寺
に
対
し
て
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

註
（　

望
月
信
成
「
幻
中
草
打
画
」、『
宝
雲
』
二
十
五
冊
、
昭
和
十
四
年
。

　
　

岡
見
正
雄
「『
幻
中
草
打
画
』
翻
刻
」、『
近
世
文
学 

作
家
と
作
品
』（
中
央
公
論
社
、

　
　

昭
和
四
十
八
年
）所
収
。

　
　

恋
田
知
子
「
説
法
・
法
談
の
ヲ
コ
絵

−

『
幻
中
草
打
画
』
の
諸
本

−

」、『
仏
と
女
の
室

　
　

町

−

物
語
草
子
論

−

』（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
年
）所
収
。

　
　

同
右「
室
町
の
信
仰
と
物
語
草
子

−

骸
骨
の
物
語
絵
を
め
ぐ
っ
て

−

」、『
国
文
研
ニ
ュ
ー

　
　

ズ
』
№
（0
、
平
成
二
十
七
年
。

　
　

同
右
「
骸
骨
の
物
語
草
子

−

『
幻
中
草
打
画
』
再
考

−

」、『
禅
か
ら
み
た
日
本
中
世
の

　
　

文
化
と
社
会
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
十
八
年
）所
収
。

　
　

同
右
「
骸
骨
の
絵
も
の
が
た
り
の
ル
ー
ツ
」、『
越
境
す
る
絵
も
の
が
た
り
』（
西
尾
市

　
　

岩
瀬
文
庫
、
平
成
二
十
八
年
）所
収
。
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【図（】
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三
　
大
阪
の
洋
画
家
・
松
本
鋭
次
年
譜

　

さ
い
ご
に
、「
第
六
章
近
代
美
術　

想
い
出
の
お
お
さ
か
」
か
ら
洋
画
家
・

松
本
鋭
次（
一
八
九
四
～
一
九
六
八
）に
関
す
る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
報
告
し

て
お
き
た
い
。
出
品
目
録
№

（（（
本
館
蔵
「
工
事
場
風
景（
地
下
鉄
工
事
）」

（
一
二
七
・
五
×
一
九
〇
・
三
㎝
、【
図
（
】）は
そ
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
、
前
年

の
「
地
下
鉄
工
事
作
業
場
」
と
と
も
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
香
る
「
大
大
阪
」
時
代
を

ユ
ニ
ー
ク
な
モ
テ
ィ
ー
フ
で
切
り
取
っ
た
印
象
深
い
作
品
で
あ
る
。

　

松
本
が
晩
年
に
本
館
付
設
の
美
術
研
究
所
の
講
師
を
五
年
間
務
め
た
縁
で
あ

ろ
う
か
、松
本
の
ご
遺
族
か
ら
本
作
を
含
む
五
点
の
作
品
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
半
世
紀
が
経
過
す
る
も
、
確
か
な
経
歴
や
現
存
作
品
の
確

認
は
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
各
種
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
断
片
的
な
記
述
の
他
に

は
ま
と
ま
っ
た
文
献
、
資
料
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

松
本
鋭
次
を
紹
介
す
る
公
開
講
座
「
新
美
術
館
×
図
書
館
わ
く
わ
く
コ
ラ
ボ

技
術（
ア
ー
ト
）と
美
術（
ア
ー
ト
）　

マ
ル
キ
號
製
パ
ン
と
大
阪
の
美
術
」（
於

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
）が
開
か
れ
た
の
は
、「
壷
」
展
終
了
の
翌
々
週（
十
二

月
十
七
日
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
本
作
品
の
「
壷
」
展
出
品
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
の
奇
遇
に
少
々
驚
き
つ
つ（
逆
に
佐
伯
や
小
出
の
話
な
ら
聞
き
過
ご
し
て
い

た
）チ
ラ
シ
を
手
に
し
た
。

　

講
座
前
半
が
松
本
の
話
題
で
、「
大
阪
の
パ
リ
ジ
ャ
ン　

洋
画
家
・
松
本
鋭
次
」

と
題
し
て
小
川
知
子
氏（
大
阪
新
美
術
館
建
設
準
備
室
）が
、松
本
の
渡
欧
先（
パ

リ
）で
の
人
間
関
係
や
ア
ト
リ
エ
の
様
子
を
紹
介
し
、
出
品
当
時
の
作
品
評
を

交
え
な
が
ら
主
要
作
品
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
た
。
そ
の
際
に

レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
出
品
歴
、
現
存
作
品
が
一
覧
で
き
る
年
譜
が
配
布
さ
れ
た
。

今
後
松
本
を
再
評
価
す
る
た
め
の
基
本
事
項
の
整
理
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
本

【図（】

【図5】
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紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
。
松
本
鋭
次
、
ひ
い
て
は
そ

の
周
辺
の
洋
画
家
を
め
ぐ
る
情
報
収

集
の
き
っ
か
け
と
も
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

さ
い
ご
に
、
年
譜
掲
載
を
快
く
ご

承
諾
く
だ
さ
っ
た
小
川
氏
、
な
ら
び

に
大
阪
新
美
術
館
建
設
準
備
室
の
ご

厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

　
（
大
阪
市
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
）

松本 鋭次（まつもと・えいじ） 1894 ～ 1968　年譜　　　   　年譜編集：大阪新美術館建設準備室
年 歳

1894（明治 27）  大阪に生まれる（豊能郡箕面村）　　　

 松原三五郎、赤松麟作に師事

1922（大正 11）28  東京美術学校西洋画科を卒業
 同期生で「等迦会」結成（同期に鈴木誠、佐分真、小野藤一郎ら）

1923（大正 12）29  フランスへ渡航　

 滞仏中、サロン・ドートンヌに出品

1927（昭和 2）33  パリ滞在中、マルキ號製パン（大阪）の水谷政次郎がアトリエを訪問

1928（昭和 3）34  帰国
 第 9回帝展に初入選《少女坐像》　※東京から出品

1929（昭和 4）35  「艸園会」会員となる｜同年、第 6回艸園会展で滞欧作品を発表

1930（昭和 5）36  第 11 回帝展に《黄衣婦人》★　※大阪から出品、以下同

 この頃から「赤松洋画研究所」講師（～ 1944 ｜心斎橋・丹平ハウス内）
 この頃から最晩年まで、箕面市牧落百楽荘に居住

1931（昭和 6）37  第 12 回帝展に《地下鉄工事作業場》

1932（昭和 7）38  第 13 回帝展に《工事場風景》★

1933（昭和 8）39  第 14 回帝展に《婦人裁縫師》

1937（昭和 12）43  「大阪新美術家同盟」代表を務める

1938（昭和 13）44  第 2 回新文展《新聞を売る女》★　※最後の官展出品

1955（昭和 30）61  「新世紀美術協会」設立に参加、同会で活動

1957（昭和 32）63  第 7 回関西総合美術展覧会で審査員を務める（出品《ペンキの缶》）

 以後、同 8回（1958）・市制 70 周年記念関西展（1959）・14 回（1965）・
 16 回（1967）への出品を確認　　※現在の全関西美術展およびその前身

1963（昭和 38）69  「大阪市立美術研究所」講師（1963 ～ 68）

1968（昭和 43）74  死去　※一説に 1969 年

 遺族より大阪市立美術館、山梨県立美術館へ作品寄贈

【確認されている松本鋭次作品】（上記★を含む）
◇大阪市立美術館：  《黄衣婦人》（現《少女像》）、《工事場風景》（現《地下鉄工事》）

《新聞を売る女》《牛乳売りの少年像》《西洋婦人像》　　（ 点
◇山梨県立美術館：  《パンと梨》《緑衣婦人》　　（ 点
◇個人蔵：《裸婦》　　（ 点


